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定
額
減
税
に
か
か
る
調
整
給

付
金
の
申
請
は
お
済
み
で
す

か
？

調
整
給
付
金
に
つ
い
て

納
税
者
及
び
そ
の
配
偶
者
を
含

め
た
扶
養
親
族
１
人
に
つ
き
、
令

和
６
年
分
の
所
得
税
か
ら
３
万
円
、

令
和
６
年
度
分
の
住
民
税
所
得
割

か
ら
１
万
円
が
定
額
減
税
さ
れ
ま

す
が
、
減
税
し
き
れ
な
い
額
が
発

生
す
る
と
見
込
ま
れ
る
方
に
は
、

調
整
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
請
方
法

対
象
と
な
る
方
に
は
、
７
月
中

旬
頃
に
市
か
ら
支
給
通
知
書
ま
た

は
支
給
確
認
書
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
８
月
末
ま
で
に
支
給
確
認
書

を
市
へ
返
送
い
た
だ
い
て
い
な
い

方
に
は
９
月
中
に
再
度
市
か
ら
送

付
し
ま
す
の
で
、
早
め
の
返
送
を

お
願
い
し
ま
す
。

支
給
確
認
書
提
出
期
限

10
月
31
日（
木
）

◎
問
い
合
わ
せ
…

二
本
松
市
調
整
給
付
金
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
１
２
０（
７
９
３
）５
６
０

ま
た
は
税
務
課
市
民
税
係

☎（
55
）５
０
８
５

'BY（
22
）０
７
９
０

二
本
松
市
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー

ル
ド
無
料
開
放
デ
ー

施
設
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、

毎
月
１
回「
一
般
市
民
無
料
開
放

デ
ー
」と
し
て
施
設
の
無
料
開
放

を
行
い
ま
す
。

無
料
開
放
日

原
則
毎
月
第
３
水
曜
日
の

①
午
前
９
時
～
正
午

②
午
後
１
時
～
４
時

※
令
和
６
年
度
の
無
料
開
放
日

９
月
18
日
・
10
月
16
日

11
月
20
日
・
12
月
18
日

１
月
15
日
・
２
月
19
日

３
月
19
日

※
第
３
水
曜
日
が
祝
祭
日
又
は
年

間
予
約
が
さ
れ
て
い
る
等
の
場

合
は
、
別
の
平
日
を
指
定
し
ま

す
。

対
象

二
本
松
市
民

　
　
　
（
団
体
利
用
も
可
）

使
用
可
能
コ
ー
ト

①
人
工
芝
コ
ー
ト
Ａ

②
人
工
芝
コ
ー
ト
Ｂ

③
ア
ッ
プ
コ
ー
ト

申
込
方
法

下
記
窓
口
ま
で
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15

分
ま
で（
土
日
祝
日
を
除
く
）

受
付
期
間

使
用
日
前
月
の
１
日
か
ら
使
用

日
の
前
日
ま
で

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

☎（
62
）７
０
６
７

'BY（
22
）７
１
７
１

ま
た
は
岩
代
公
民
館

☎（
55
）２
２
６
０

'BY（
55
）２
０
７
０

二
本
松
市
空
家
除
却
費
補
助

事
業
の
追
加
募
集

老
朽
化
が
著
し
い
空
家
の
解
体

に
必
要
な
費
用
の
一
部
を
補
助
金

と
し
て
交
付
し
ま
す
。
市
が
現
地

の
調
査
を
行
っ
た
上
で
決
定
し
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

補
助
金
額

最
大
50
万
円（
解
体

工
事
費
の
２
分
の
１
）

募
集
戸
数

2
戸
程
度

申
請
期
限

９
月
2�
日（
金
）

※
事
前
調
査
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

（
調
査
後
、
対
象
と
な
る
場
合
に

申
請
と
な
り
ま
す
。）

※
事
前
相
談
に
は
建
物
の
外
観
写

真
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
交
付
決
定
前
に
着
手
し
た
工
事

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
年
度
内
に
工
事
を
完
了
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

建
築
住
宅
課
住
宅
係

☎（
55
）５
１
３
３

'BY（
23
）１
１
９
７

空
き
家
を
所
有
す
る
方
へ

空
き
家
バ
ン
ク
を
利
用
し
ま

せ
ん
か
？

空
き
家
バ
ン
ク
と
は
、
市
内
に

あ
る
空
き
家
に
つ
い
て
、
賃
貸
お

よ
び
売
却
を
希
望
す
る
所
有
者
か

ら
物
件
の
提
供
を
求
め
、市
の「
空

き
家
バ
ン
ク
」に
登
録
し
た
情
報

を
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
公
開
し
、

空
き
家
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

へ
提
供
す
る
も
の
で
す
。

空
き
家
の
有
効
活
用
を
促
進
す

る
こ
と
で
、
管
理
不
全
空
き
家
の

発
生
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
空
き
家
を
利
用
し
、
居

住
を
考
え
て
い
る
方
の
ご
相
談
に

も
応
じ
ま
す
。
空
き
家
バ
ン
ク
の

登
録
は
無
料
で
す
。

市
で
は
仲
介
・
契
約
に
関
す
る

業
務
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
宅

地
建
物
業
取
引
協
会
安
達
支
部
に

手
続
き
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

秘
書
政
策
課
総
合
政
策
係

【
移
住
相
談
窓
口
】

☎（
24
）７
１
２
０

'BY（
22
）７
０
２
３

本宮市本宮字南町裡143-1（サンライズもとみや前）
0243-24-9913

夜間・休日・出張相談可（要予約）お気軽にお電話ください
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二本松市長

～
市
長
か
ら
の
手
紙
～

市
民
が
主
役
。
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二
本
松
が
生
ん
だ
世
界
的
歴
史

学
者
・
朝
河
貫
一
博
士
の
縁
で
、

二
本
松
市
と
ハ
ノ
ー
バ
ー
町
と
で

平
成
11
年
７
月
30
日
に
友
好
都
市

の
提
携
調
印
を
し
、
友
好
関
係
を

深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

７
月
26
日
か
ら
８
日
間
、
二
本

松
市「
市
民
の
翼
」中
学
生
海
外
派

遣
事
業
を
5
年
ぶ
り
に
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
事
業
の
目
的
と
し
て
は
、

朝
河
貫
一
博
士
に
縁
が
あ
る
大
学

を
訪
問
し
、
博
士
の
業
績
を
学
び
、

ア
メ
リ
カ
の
市
民
生
活
や
教
育
、

歴
史
、
産
業
、
文
化
等
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
将
来
、
国
際
的
な

視
野
に
立
っ
て
社
会
活
動
に
参
加

で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
で

す
。ハ

ノ
ー
バ
ー
町
で
は
町
民
の
皆

様
と
の
交
流
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

体
験
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

皆
さ
ん
か
ら
心
温
ま
る
歓
迎
を
頂

き
、
ア
メ
リ
カ
の
市
民
生
活
や
文

化
な
ど
を
肌
で
感
じ
、
友
好
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

朝
河
博
士
が
学
び
、
教
鞭
を
と

ら
れ
た
ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
や
、
朝

河
博
士
が
日
本
人
で
初
の
大
学
教

授
に
な
ら
れ
た
イ
ェ
ー
ル
大
学
で

は
、
図
書
館
等
に
展
示
さ
れ
て
い

る
直
筆
の
書
簡
や
手
紙
を
拝
見
し
、

国
際
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る

博
士
の
偉
業
に
つ
い
て
認
識
を
深

め
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
で
は
、
タ

イ
ム
ズ
ク
ス
エ
ア
や
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
美
術
館
、
国
連
本
部
な
ど
を

見
学
し
、
現
地
の
大
学
生
と
の
交

流
を
図
り
、
異
文
化
に
触
れ
る
有

意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

中
学
生
の
皆
さ
ん
が
積
極
的
に

行
動
さ
れ
日
米
の
友
好
の
架
け
橋

と
し
て
立
派
に
役
割
を
果
た
し
て

く
れ
た
こ
と
を
逞
し
く
思
う
と
と

も
に
、
こ
の
体
験
を
こ
れ
か
ら
の

人
生
で
活
か
し
、
社
会
で
活
躍
で

き
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

国
際
平
和
を
誰
よ
り
も
強
く
望

ん
だ
不
滅
の
歴
史
家
・
朝
河
貫
一

博
士
の
高
い
志
と
広
い
学
識
に
学

び
、
そ
の
成
果
を
今
後
の
二
本
松

市
の
教
育
と
人
づ
く
り
に
活
か
し
、

平
和
を
願
っ
た
交
流
の
芽
や「
市

民
の
翼
」で
芽
生
え
た
国
際
的
な

視
野
、
感
覚
を
育
み
、
国
際
交
流

都
市
二
本
松
の
発
展
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

世
界
の
平
和
と
繁
栄
、
人
類
の

し
あ
わ
せ
を
祈
り
な
が
ら
。

新
し
い
農
業
委
員
、
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
が
決
ま
り
ま

し
た任

期
満
了
に
伴
い
、
農
業
委
員

18
人
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
19
人
が
決
ま
り
ま
し
た
。

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
方
々
と
担
当
地
区
を

紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
。
カ
ッ

コ
内
は
担
当
地
区
）

任

期

８
月
１
日

　
　
　
　
～
令
和
９
年
７
月
31
日

農
業
委
員
会
会
長

佐
藤

勝
則

農
業
委
員
会
会
長
職
務
代
理
者

石
川

重
彦
（
木
幡
）

農
業
委
員

松
本

太
（
二
本
松
・
岳
下
）

菅
野

一
紀
（
塩
沢
）

橋
本

政
治
（
岳
下
）

佐
藤

浩　
　
（
岳
下
）

川
口

美
奈
子（
石
井
・
大
平
）

齋
藤

政
治
（
油
井
）

阿
部

正
彦
（
渋
川
）

安
齋

秀
明
（
上
川
崎
）

佐
藤

孝　
　
（
下
川
崎
）

遠
藤

伝
栄
（
小
浜
）

遠
藤

康
子
（
新
殿
）

大
内

和
長
（
新
殿
）

斎
藤

隆
博
（
旭
）

菅
野

秀
和
（
針
道
）

菅
野

正
寿
（
太
田
）

佐
藤

美
由
紀（
戸
沢
）

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

大
石

忠
雄（
二
本
松
・
塩
沢
）

菊
地

清
吉
（
岳
下
）

佐
藤

洋
三
（
岳
下
）

根
本

満　
　
（
岳
下
）

國
分

一
重
（
杉
田
）

菅
野

佐
太
克（
石
井
）

渡
邉

一
正
（
大
平
）

菅
沢

政
隆
（
油
井
）

渡
邊

孝
彦
（
渋
川
）

安
齋

菊
雄
（
上
川
崎
）

菅
野

稔　
　
（
下
川
崎
）

三
浦

一
也
（
小
浜
）

佐
藤

薫　
　
（
新
殿
）

佐
久
間

栄
吉（
新
殿
）

菅
野

正
信
（
旭
）

大
野

美
和
子（
針
道
）

佐
藤

安
弘
（
木
幡
）

菅
野

哲
雄
（
太
田
）

本
多

雅
彦
（
戸
沢
）

敬
老
記
念
品
を
贈
呈

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
長
寿
を
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

喜
寿
、
米
寿
、
白
寿
の
方
に
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

対
象
者（
二
本
松
市
に
住
所
の
あ

る
方
）

・
喜
寿（
��
歳
）

昭
和
22
年
４
月
２
日
～
23
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

・
米
寿（
88
歳
）

昭
和
11
年
４
月
２
日
～
12
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

・
白
寿（
99
歳
）

大
正
14
年
４
月
２
日
～
15
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

贈
呈
時
期
・
方
法

９
月
9
日
～
30
日
の
間
に
ゆ
う

パ
ッ
ク
で
お
届
け
し
ま
す
。

そ
の
他

市
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

に
入
所
中
の
方
に
つ
い
て
は
、
施

設
を
通
し
て
贈
呈
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

高
齢
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

☎（
55
）５
１
１
４

'BY（
22
）１
５
４
７




